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東北以北の系統は早生―中生，関東以西の系統は中生―晩生
であった。昇温による促進率はこの両者で異なり，東北以北
の早生系統で明らかに促進率が高い。すなわち，早生ほど温
度に対する出穂反応が早まる傾向が認められる。

出穂期の地理的・環境的変異
ヒエ属植物の種間・種内変異に関わる要因として本講座で

取り上げてきた緯度の違いは，日長とともに温度（気温）の
違いに置き換えることができる。

地理的変異は，1978 年におけるデータについて示した図
-8 に見られる通り３種で異なる反応がみられた。
タイヌビエは，従来から地理的クラインが言われており

（Yamasue	et al.1981,	Nakatani	et al.	1998），ここでも全
く同様に採種地の緯度，平均気温，暖かさの指数（WI）に
対して高い相関を示し，地理的に明瞭なクラインが認められ
た。すなわち，高緯度産ほど早生化し，WI に対しても暖か
い方向に向かって晩生化した。いずれの年次・播種期におい
ても同様の反応であった。

図−7　高・低温の温室条件下（1980）でのイヌビエ系統2群の到達日数および高温促進率（感温性指数）

図−8　3種の野生ヒエ系統における到穂日数（1978）と採種地の緯度（A），年平均気温（B）および暖かさ指数（C）との関係
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注：暖かさ指数（WI）=月平均気温から 5℃を差し引いて 1年（12 か月）を積算

清水：植調講座・「ノビエ」の個性を見極める5.　17

イヌビエは，北緯 39度以上の高緯度地域の系統は到穂日
数がほぼ 80 日以下の早生に限定されていたが，北緯 38 度
以南の関東以西の系統は 80日から 150 日まで系統間変異が
大きかった。ただ，各地ごとの系統の最大到穂日数は緯度に
対してクラインを示した。上記タイヌビエと同様，データは
示していないがいずれの年次・播種期においても同様の反応
であった。このイヌビエにおける現象は同じ夏型雑草である
メヒシバでも見られている（Kataoka	et al.	1986）。
ヒメタイヌビエは，地理的にも関東以西に分布が限られ，出

穂期も限定しているため変異の幅は小さかったが，緯度に対し
てタイヌビエと同様緩やかな地理的クラインが認められた。
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[ 次回につづく ]

その村での氏神様の祭礼は毎年春に行われ，村の梅園で梅
の花が終わった頃に行われた。祭礼の最後の儀式が金

きんてき

的を射る
御
お ま と い

的射の神事であった。射手は集落ごとに選ばれた少年で，彼
らは御的射までの間，精進しながら一所懸命に弓の練習をした。
少年たちは射手に選ばれただけで鼻高く，周囲の大人たちから
もやんやの喝采を受けた。さらに射手を出した家には周りの家
や親類から祝い物が届いたりもした。御的射でうまく金的を射
たなら，その集落は一年中の仕合せを手にし，少年も英雄に祭
り上げられることから，村中が沸き立つのであった。
御的射は梅園の中に設えられた会場で行われた。御的射の場

のために箭
や

を射るところだけ昔から梅の木を植えてはいなかっ
た。周りに紅白の幕を張り，村の人たちも集まって御的射が行
われた。
金的までの距離はおおよそ20m。射た箭が金的を射貫いたと

き，その弓と箭を三方に載せて神前に供え，祭礼が終わる。と
ころが少年たちは普段から弓箭を扱う訳ではなく，技量は劣り，
金的を狙ったところでおいそれと中るわけではなかった。
梅の花は終わっているので梅の香が匂い立つことはなかった

が，会場の足元にはカキドオシが群生していた。少年たちはこ
のカキドオシが群生している中に踏み込み弓箭を構えた。何人
もの少年たちが踏み込むことで，弓箭を引く少年たちをメントー
ルのような芳香が包み込んだ。少年たちはこのカキドオシの出
す香気に惑わされることなく箭を射なければならなかった。
御的射は少年たちの誰かが金的を射貫くまで続けられる。そ

れでも誰も射貫けず，暗くなって金的が見えなくなってきたら，
神主が箭を持って出てきて金的に突き刺す。そうして祭礼は終
わることになる。
カキドオシはシソ科カキドオシ属のつる性の多年草。全国の

路傍，樹園地，畦畔，畑，庭などに普通。根は浅く乾燥は好まず，
適度に湿った場所を選ぶ。花の頃には5cm～ 20cmに直立する
が，花後は茎が伸長するにしたがってつる状になり地面を這う。
こうして伸びて隣家との間の垣根を通っていくことから「垣通
し」の名がついた。茎の断面は四角く，葉は対生，長い葉柄があり，
円形から腎円形で長さは2cmほど。柔らかくしわがありまばら
に毛がある。揉むと強い香りがする。
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